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第 4 章ではレーザー超音波法により炭素鋼中の直径 100μm の微小内部欠陥からのエコー信号を明確に検出し、
レーザー超音波法で、最も小さな模擬内部欠陥の検出に成功した。内部欠陥の直径と超音波波長の比は約 0.08 で、レー
ザー超音波法の欠陥検出感度が従来の圧電素子と同等かそれ以上であることを明らかにした。



















例のない直径 100μm の微小内部欠陥の検出に成功している。このとき欠陥直径と超音波波長の比は 0.08 であ
り、レーザー超音波法が従来の圧電素子による手法と同程度、またはそれ以上の感度を有することを実証してい
る。
(3) ビーム直径 0.7 mm の送受信レーザーを用いて測定した内部欠陥による超音波回折パターンから、直径 0.5 mm 
までの欠陥寸法が推定可能であることを明らかにし、レーザー超音波法の高い空間分解能と狭|溢部への適用可能
性を示している。
(4) 繰り返しの引張応力、引張圧縮応力、曲げ応力を与えた炭素鋼の模擬疲労試験片に対してレーザー超音波の伝播
特性を測定し、試験片の劣化割合の増加に伴い超音波の多重反射エコーの減衰が大きくなることを明らかにして、
減表係数の増加割合が炭素鋼の疲労劣化の進行状態をあらわす指標として利用可能であることを示している。
以上のように、本論又は、レーザー超音波による金属材料中の微小欠陥の検出や炭素鋼の疲労劣化検出に関して、
実用上有用となる多くの新しい知見を明らかにしており、レーザー工学、および原子力工学の発展に寄与するところ
が大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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